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　本短期研究において研削面粗さの高速オンマシン測定技術と生産ラインにおける適用に関する研究で得られた主な成果は以下のとおり
である．
　１）工作物の回転速度あるいは表面粗さが大きくなるに従って工作物と金属線との接触点の摩擦熱が増大するため，起電力が増大す
る．
　２）出力が安定するため，測定には金属線の摩擦状態が安定する適度な荷重が必要であり，金属線と工作物表面との接触点を潤滑する
ことも必要である．
　また，研削加工を含めって切削加工や塑性加工などにおいても，静止状や水平方向に運動状の工作物と一定な荷重をかけった回転して
いる軸につけった金属線との接触点において発生する熱電効果を利用した表面粗さの高速オンマシン測定法が考えられると共に，その適
用によって生産ラインの自動化を効率的に進める方策の提案が可能である．

　本短期研究においてもともと温度を測定する熱電対の測定原理である熱電効果を巧妙に利用し，研削面粗さの高速オンマシン測定技術
と生産ラインにおける適用によって生産ラインの自動化を効率的に進める方策の提案を深めて，研削加工を含めて切削加工や塑性加工な
どにおいても，オンマシン工作物表面粗さ測定の高精度化を達成するためのシステムを考案，設計し，工作物表面粗さの高精度オンマシ
ン測定技術を確立するための協力を行っていきたい．また，本短期研究において研究室のゼミの参加や㈱シギヤ精機製作所の訪問や岡山
県生産技術研究会のセミナーの参加等を通して習得した知見を，太原科技大学機械工程学院における教育研究に投入することによって，
中国国内では生産技術開発のレベル向上が促進されると共に，研究分野を中心とする学術交流および国際交流を推進によって，優れた技
術者の育成体制の確立を目指して頑張っていきたい．

　「熱電効果を利用した研削面粗さの高速オンマシン測定技術に関する研究」を実施した．

　まず，㈱シギヤ精機製作所の訪問を通して，生産ラインにおけるニーズを把握するとともに，研削面粗さの各測定方法と高速オンマシ
ン測定技術の原理ならびにその応用による生産性への効果を技術者とのディスカッションなどを通して習得した．次に，岡山大学機械加
工学研究室において研究している高速オンマシン測定法のシステム構成およびその実施方法を習得し，実験によって条件が測定特性に及
ぼす影響を明らかにした．その結果を基に，オンマシン研削面粗さ測定の高精度化を達成するためのシステムの改善点を検討し合い，研
削面粗さの高精度オンマシン測定技術を考案した．さらに，生産ラインにおける研削加工以外の切削加工や塑性加工などにおいても，上
記オンマシン測定法の導入を検討することを目的として，工作物表面の特徴を捉える評価法を検討すると共に，その適用によって生産ラ
インの自動化を効率的に進める方策を考案した．
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写真貼り付け

「熱電効果を利用した研削面粗さの高速オンマシン測定技術に関する研究」

写真貼り付け

本制度終了後，太原科技大学の所属研究室とも交流を図りながら，研究を進めていく予定である．中国国内での産業分野において，円筒
研削盤以外の設備での利用の可能性などを情報収集し，技術開発の展開を図りたい．また，素材製作装置の設計に関して，プロセスの監
視技術等の要望があれば，併せて技術的なアドバイスを実施することも視野に入れている．

②研究概要　/　Outline of Research

①研究課題　/　Theme of Research

③研究成果　/　Results of Research

④今後の計画　/　Further Research Plan

工作機械上で計測評価する概念を機械加工以外の生産装置でも実施することに観点を広げることができたものと見受けられ，今後の装置
設計に活かされるものと期待できる．また，　㈱シギヤ精機製作所の訪問を通して，日本の精密工作機械の設計から製造にわたる多くの
知識を習得することができている．特に，本研究課題の技術を円筒研削盤に導入するための課題を具体的にすることがてきたことは，研
究の進展につながる重要な成果と思われる．さらに，CADを駆使して異なる方式の研削面粗さ評価法のアイディアを提案することができ
た．

本測定技術は，温度測定に用いられる熱電対を基にしたもので，円筒研削盤上において従来の表面粗さ測定法よりも極めて短時間のうち
に研削面粗さの評価が可能なることがこれまでの研究によって確認されている．本測定技術の実用化に向けては，さらにクリアするべき
課題が残されており，ユーザの立場からの課題の発掘調査および課題の解決を目標として指導した．そして特に，本測定技術開発の次の
ステップである表面粗さ測定の高精度化ならびに安定化させるための検討について指導を行った．
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